
安全データシート

作成日：2023/7/27製品名： 被覆尿素入り複合６５０(理研コーティング1号)

2. 危険有害性の要約

　　GHS分類　　　　　　　　 ：該当しない【本製品の構成成分（結晶質シリカ）に関するもの】
　GHS分類
　　人健康有害性　 　：発がん性 　区分1A

　特定標的臓器・全身毒性（単回ばく露）　　　区分1（呼吸器系）
　特定標的臓器・全身毒性（反復ばく露）　　　区分1（呼吸器系、腎臓）

　注）記載がない危険有害性は[分類対象外]、[区分外]または[分類できない]に該当

　GHSラベル要素

　　絵表示またはシンボル　：

　　注意喚起語　　 　　：危険
　　危険有害性情報 　：発がんのおそれ

　呼吸器系,腎臓の障害(長期又は反復ばく露による）
　多量に又は長期に渡り吸入すると肺に蓄積し、じん肺になる恐れがある。

　　注意書き
　取り扱い　 　：取扱い時には防塵マスク・保護眼鏡を着用し、飛散させないよう慎重に

　取り扱う。屋内で取り扱う場合は十分な換気を行う。
　応急処置　　 　　：ばく露又はその懸念がある場合、医師の手当、診斯を受けること。

　気分が悪い時は、医師の手当て、診断を受けること。
　保管　 　　：乾燥した冷暗所に保管し、水分・湿気に注意し保管する。

　容器包装材料について、特に規制されない。
　廃棄　 　　：内容物、容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に

　業務委託すること。

3. 組成、成分情報

肥料

結晶質シリカ

混合物単一製品・混合物の区別　：

　化学名または一般名 ：

　危険有害成分　　 　　：

成分 含有量
(％)

CAS No化学式 官報公示整理番号
(化審法・安衛法)

14808-60-7結晶質シリカ 約3.3％ SiO2 (1)-548

4. 応急措置

吸入した場合 　　：新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸し易い姿勢で休息させること。

　気分が悪い時は、医師の診断、手当てを受けること。

　皮膚に付着した場合 ：皮膚を多量の水と石鹸またはシャワーで速やかに洗浄すること。

　皮膚の刺激が持続する時は、医師の診断、手当てを受けること。

　眼に入った場合 　：水で数分間注意深く洗うこと。

コンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は外して洗うこと。

眼の刺激が持続する時は、医師の診断、手当てを受けること。

　飲み込んだ場合 　：速やかに口をすすぎ、医師の診断をうけること。

　　予想される急性症状

　　および遅発性症状

　　吸入した場合　　 　：気分が悪くなることがある。

　　皮膚に付着した場合　　：炎症を起こす可能性がある。

　　眼に入った場合　　　　：炎症を起こす可能性がある。

　　飲み込んだ場合　　　　：下痢、嘔吐する可能性がある。

　　応急措置をする者の保護：状況に応じて適切な保護具を着用する。

5. 火災時の措置

消火剤 ：周辺の火災状況に適する消化剤を使用する。

　特有の危険有害性　 　：火災によって有害なガスや粉塵を発生するおそれがある。

　特有の消火方法　 　：火災区域に適度な距離から大量の水を散水をする。

　危険でなければ、火災区域から容器を移動する。

　移動不可能な場合は、容器を破損しないように注水し、冷却する。

1. 製品および会社情報

製品名 ：

　会社名　 ：

　　住所　 　　：

　　担当部署 ：

　　電話番号 ：

　　FAX番号　  ：

被覆尿素入り複合６５０(理研コーティング1号)

シンカ株式会社

愛知県名古屋市中村区名駅五丁目23番12号肥料登録

管理室

052-661-4382

052-653-1586
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　　　　　　　　　　　　　　　　消火が不可能な場合には、その場所から避難し燃焼させておく。

　　　　　　　　　　　　　　　　消火後も、大量の水を用いて十分に容器を冷却する。

　　　応急措置をする者の保護　：空気呼吸器を含め完全な防護具を着用する。

6.　漏出時の措置

　　　人体に対する注意事項、　：直ちに、全ての方向に適切な距離を漏洩区域として隔離し、関係者以外の

　　　保護具および緊急時措置　　立入りを禁止する。

　　　　　　　　　　　　　　　　作業者は適切な保護具（「8.ばく露防止および保護装置」の項を参照）を着用

　　　　　　　　　　　　　　　　し、眼、皮膚への接触やガス、粉塵の吸入を避ける。

　　　　　　　　　　　　　　　　密閉された場所に立ち入る前に換気する。

　　　　　　　　　　　　　　　　全ての着火源を取り除く。

　　　環境に対する注意事項　　：河川等に排出され、環境へ影響を起こさないように注意する。

　　　回収・中和　　　　　　　：漏洩物を乾燥した空容器に回収し、安全な場所に移す。

　　　二次災害の防止策　　　　：漏洩物を完全除去後、区域の換気と汚染場所を清掃する。

　　　　　　　　　　　　　　　　可燃物（木、紙、油等）は漏洩物から隔離する。

　　　　　　　　　　　　　　　　容器に水を入れない。

7.　取り扱いおよび保管上の注意

　　　取り扱い

　　　　技術的対策　　　　　　：「8.ばく露防止および保護措置」に記載の設備対策を行い、保護具を着用する。

　　　　局所排気、全体排気　　：「8.ばく露防止および保護措置」に記載の局所排気、全体排気を行う。

　　　　安全取り扱い注意事項　：周辺での高温物の使用を禁止する。

　　　　　　　　　　　　　　　　可燃性物質から離して使用すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　接触、吸入または飲み込まないこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　ガス、粉塵を吸入しないこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　眼に入れてはならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　取り扱い後は、良く手を洗うこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　屋外または換気の良い区域でのみ使用すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないこと。

　　　　接触回避　　　　　　　：長時間または反復のばく露を避ける。

　　　　　　　　　　　　　　　　「10.安定性および反応性」を参照。

　　　保管

　　　　技術的対策　　　　　　：保管場所には取り扱う為に必要な採光、照明および換気の設備を設ける。

　　　　保管条件　　　　　　　：吸湿性があるので、容器を密閉して冷乾燥場所に保管すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　可燃物および指定された禁忌物質から離して保管すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　熱、燃焼性物質から離して保管すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　幼児等の手の届く所に保管しないこと。

　　　　混触危険物質　　　　　：「10.安定性および反応性」を参照。

　　　　容器包装材料　　　　　：透湿性の容器は避ける。

8.　ばく露防止および保護措置

　　　管理濃度　　　　　　　　：設定されていない。

　　　許容濃度（ばく露限界値、生物学的ばく露指標）

　　　　日本産衛学会　　　　　：設定されていない。

　　　　ACGIH　　　　　　　　 ：設定されていない。

　　　　設備対策　　　　　　　：この物質を貯蔵ないし取り扱う作業場には、洗眼器と安全シャワーを設置すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　適切な換気装置を設置すること。

　　　保護具

　　　　呼吸器の保護具　　　　：適切な呼吸用保護具を着用すること。

　　　　手の保護具　　　　　　：適切な保護手袋を着用すること。

　　　　眼の保護具　　　　　　：適切な眼の保護具を着用すること。

　　　　皮膚及び身体の保護具　：適切な顔面用保護具、保護衣を着用すること。

　　　衛生対策　　　　　　　　：取り扱い後は、良く手を洗うこと。

　【本製品の構成成分（結晶質シリカ）に関するもの】
　　　許容濃度（ばく露限界値、生物学的ばく露指標）
　　　　日本産衛学会　　　　　：吸入性粉塵　Q(遊離珪酸分）＝56%
　　　　　　　　　　　　　　　　E（許容濃度）＝3.0L/（1.19Q+1）＝0.044mg/m3
　　　　ACGIH 　　　　　　　　：石英（TLV-TWA）　0.025mg/ｍ3
　　　　設備対策　　　　　　　：発塵場所では集塵装置または換気装置を備えて許容濃度以下にする。
　　　　保護具　　　　　　　　：防塵ﾏｽｸ（国家検定RL2　以上を推奨）、保護眼鏡を着用し、また状況
　　　　　　　　　　　　　　　　により保護手袋、保護衣等を着用する。

9.　物理的および化学的性質
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　【本製品の構成成分（結晶質シリカ）に関するもの】
　　　物理的状態、形状、色等　：砂状、薄茶色
　　　臭い　　　　　　　　　　：特になし
　　　pH　　　　　　　　　　　：6.5±1.0
　　　融点　　　　　　　　　　：約1700℃
　　　沸点　　　　　　　　　　：約2200℃
　　　引火点　　　　　　　　　：なし
　　　爆発特性　　　　　　　　：なし
　　　密度（真比重）　　　　　：約2.63
　　　溶解度（水）　　　　　　：不溶性
　　　分解温度　　　　　　　　：データなし
　　　臭いのしきい（閾）値　　：データなし
　　　蒸発速度(酸化ブチル＝1) ：データなし
　　　燃焼性（固体、ガス）　　：データなし

　　　形状、色等　　　　　　　：粒の混合品

　　　嵩比重　　　　　　　　　：0.9～1.0

10.　安定性および反応性
　　　安定性　　　　　　　　　：通常の条件下では安定である。
　　　危険有害反応可能性　　　：加熱や燃焼により分解し、有毒なガスや粉塵を発生する。
　　　避けるべき条件　　　　　：加熱、燃焼。
　　　混触危険物質　　　　　　：可燃性物質、還元性物質、強酸化剤、強塩基
　　　危険有害性のある　　　　：アンモニア
　　　　　　　分解生成物

　【本製品の構成成分（結晶質シリカ）に関するもの】
　　　安定性　　　　　　　　　：通常の取り扱い条件においては安定
　　　危険有害反応可能性　　　：強酸化剤と反応。フッ化水素と反応する。
　　　避けるべき条件　　　　　：粉じんの拡散
　　　混触危険物質　　　　　　：強酸化剤、フッ化水素
　　　危険有害性のある　　　　：データなし
　　　　　分解生成物

11.　有害性情報

　　　該当物質なし　【本製品の構成成分（結晶質シリカ）に関するもの】
　　　急性毒性
　　　　　経口　　　　　　　　：分類に適したデータが見つからず、データ不足のため分類できない。
　　　　　経皮　　　　　　　　：データなし
　　　　　吸入（粉じん）　　　：データなし
　　　局所効果　　　　　　　　：目に入った場合に痛み・異物感がある。
　　　呼吸器感作性　　　　　　：データなし
　　　皮膚感作性　　　　　　　：データなし
　　　生殖細胞変異原性　　　　：区分外
　　　慢性毒性　　　　　　　　：多量に又は長期間にわたり吸入すると、じん肺になる危険性がある。
　　　発がん性　　　　　　　　：IARC68(1997)は1 （3) 、NTPはK （6） 、産衛学会勧告は1 （4) に分類しており、
　　　　　　　　　　　　　　　　区分1Aとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　発がんのおそれ：IARC グループ1（ヒトに対して発がん性がある）
　　　生殖毒性　　　　　　　　：データなし
　　　特定標的臓器・全身毒性　：反復ばく露に比べるとデータが大幅に少ないが、ヒトにおいて短期ばく露でも
　　　　（単回ばく露）　　　　　吸入濃度が高い場合は呼吸器系に影響を及ぼすとの記述 （2）, （3）, （5） 
　　　　　　　　　　　　　　　　がある。IARC （3） はPriority 1文書であるため、区分1(呼吸器系)とした。
    呼吸器系の障害
　　　特定標的臓器・全身毒性　：Priority 1文書に、ヒトにおいて呼吸器系、腎臓に影響を及ぼすとの記述
　　　　（反復ばく露）　　　　　（1）, （3）, （7）があり、区分1(呼吸器系、腎臓)とした。
　　　　　　　　　　　　　　　　長期又は反復ばく露による呼吸器系、腎臓の障害
　　　吸引性呼吸器有害性　　　：データなし

12.　環境影響情報

　　　該当物質なし　【本製品の構成成分（結晶質シリカ）に関するもの】
　　　水生環境急性有害性　　　：データなし
　　　水生環境慢性有害性　　　：データなし

高温に加熱すると熱分解し、アンモニア等を発生するので、燃焼処理は行わ
ないこと。

13.　廃棄上の注意

　　　残余廃棄物　　　　　　　：河川・海洋・下水・排水管等に流したり、投棄したりしないこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　廃棄においては、関連法規並びに地方自治体の基準に従うこと。

　　　汚染容器および包装　　　：空容器を廃棄する場合は内容物を完全に除去し、廃棄物およびリサイクルに

　　　　　　　　　　　　　　　　関する関連法規並びに地方自治体の基準等に従って適切に行う。

14.　輸送上の注意

　　　国際規則
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　　　　海上規制情報　　　　　：該当しない

　　　　航空規制情報　　　　　：該当しない

　　　国内規則

　　　　陸上規制情報　　　　　：該当しない

　　　　海上規制情報　　　　　：該当しない

　　　　航空規制情報　　　　　：該当しない

　

　　　特別の安全対策　　　　　：輸送に際しては、直射日光を避け、容器の破損、腐食、漏れのないように

　　　　　　　　　　　　　　　　積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　雨水等による水濡れに注意する。

15.　適用法令

　　　労働安全衛生法　　　　　：該当物質有り

【結晶質シリカ】
施行令第18条の2［名称等を表示し、又は通知すべき危険物及び有害物］
別表第9　政令番号165の2　結晶質シリカ

　　　化学物質排出把握　　　　：該当しない

　　　　管理促進法(PRTR法)

　　　毒物及び劇物取締法　　　：該当しない

　　　消防法　　　　　　　　　：該当しない

16.　その他の情報

　　　記載内容の取り扱い

　　　　　1）記載内容は現時点で入手できる資料や情報に基づいて作成しており、新しい知見により

　　　　　　 改訂することがあります。

　　　　　2）注意事項等については通常の取り扱いを対象としており、特別な取り扱いをする場合には、

　　　　　　 用途、用法に適した安全、衛生、環境対策を実施して下さい。

　　　　　3）記載内容は本製品の取り扱いに関する情報提供であり、いかなる保証をなすものではあり

　　　　　　 ません。

　　　　参考資料

　　　　　①GHS関係各省による分類結果 　　　　独立行政法人　製品評価技術基盤機講　ホームページ

　　　　　②化学物質総合情報提供システム　　　独立行政法人　製品評価技術基盤機講　ホームページ

　　　　　③GHS対応モデルラベル・モデルSDS情報　　　厚生労働省　職場の安全サイト　ホームページ
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